
日本藻類学会第27回大会のお知らせ

一 三重.2003ー

日本藻類学会第27回大会を下記の通り開催いたします。

ふるってご参加下さいますようご案内申し上げます。

1.日 程

2003年 3月27日 (木):編集委員会 ・評議員会

3月28日 (金):口頭発表 ・展示発表・総会 ・

懇親会

3月29日 (土):口頭発表・展示発表

公開シンポジウム

3月30日 (日):エクスカーション(鳥羽水族

館，海の博物館，伊勢神宮)

2.会場

大会:三重大学生物資源学部 三重県津市上浜町1515

TEL: 059-231-9626 

懇親会 :三重大学講堂

3参加費用

大会参加費 :5，000円 (学生4，000円)

懇親会費 :6，000円 (学生5，000円)

エクスカーション参加費:3，000円 (鳥羽水族館，海の

博物館入場料を含む。食事別)

4.参加および発表申込

(1)大会参加者は発表の有無または共同発表者の有無にかか

わらず各自本誌綴じ込みの参加申込票に必要事項を記入し，

大会準備委員会宛にお送り下さい。なお，参加申込票は三

重大学生物資源学部藻類学研究室のホームページ(http://

soruipc2.bio.mie-u.ac.jp/sourui.html)からもダウンロードでき

るようにする予定ですのでそちらもご利用下さい。

(2)研究発表される方(演者のみ)は発表要旨の原稿を大会

準備委員会宛にお送り下さい。口頭発表される方で電子

メールのアドレスをお持ちでない方は，返信用の宛名を書

いた官製ハガキを同封してください。発表日時をお知らせ

します (メールアドレスをお持ちの方には電子メ ールでお

知らせします)。

(3)大会参加費，懇親会費， エクスカーション参加費は本誌

綴じ込みの郵便振替用紙を使って送金してください。

(4)参加申込票の送付および送金の締め切りは2000年1月

10日 (金)(必着)，発表要旨原稿送付の締め切りは 1月20

日 (月)(必着)です。

5.参加申込票および発表要旨の送付先

〒514-8507 津市上浜町 1515 三重大学生物資源学部内

日本藻類学会第27回大会準備委員会

6.編集委員会および評議員会の開催

編集委員会 :2003年3月27日(木) 15・00-16:30

評議員会: 同 16:30-18:00 

会 場 :三重大学生物資源学部7階会議室

連絡先 TEL:059-231.-9530 (前川行幸)

059-231-9529 (倉島彰)

7.公開シンポジウム

公開シンポジウムを企画いた しました。アマモに関する基

礎研究から藻場造成まで網羅する内容となる予定です。ぜ、ひ

ご来l隠下さい。

日時 :3月29日 (土) 13:00-16:30 

テーマ:アマモ場の生態と回復(仮)

8.エクスカーション

本大会のエクスカーションとして鳥羽水族館，海の博物館

見学および伊勢神宮参拝を予定しております。鳥羽水族館は，

世界各地の400種類を越える海洋生物を集めた、日本有数の

規模を誇る水族館です。海の博物館は，漁民，漁具，海洋環

境などをテーマとした博物館で，数万点の実物資料と6，000点

を超す重要有形民族文化財ーを保存しています。いずれも見応

えのある施設ですので，この機会にぜひご見学下さい。

なお，参加希望者が多数の場合は先着20名までとさせてい

ただきます。

9.その他の連絡先

(1 )日本藻類学会第27回大会準備委員長 前川行幸

干514-8507 三重県津市上浜町1515三重大学生物資源学部

TEL: 059-231-9530 

E-mail: maegawa@bio.mie-u.ac.jp 

(2)日本藻類学会第27回大会準備委員(庶務 ・会計) 倉島彰

干514-8507三重県津市上浜町1515三重大学生物資源学部

TEL: 059-231-9529 

E-mail: kurasima@bio.mie-u.ac.j 

10.会場までの交通 (固に 2参照)

(1) JR/近鉄津駅前のパスセンター r4番のりばjから三重交
通パス

「白塚駅前行H椋本行H豊里ネオポリス行H三重病院行J
「太陽の街行Jr三行(みゆき)行」のいずれかに乗車し「大
学前jで下車(約 10分。「大学病院前Jとお間違えないよ
うに)。

(2)近鉄江戸橋駅から徒歩で約 15分。東海道新幹線名古屋駅

で近鉄線へ乗り換えるには，新幹線のLO号車付近の階段を

降りてください。



2 

N 

至四日市

@県道湖線 /

図1 大会会場付近の地図

岩田川

伊勢湾

1 tI!グリーンホテル

2 ホテJレグリーンパーク律

3 コンフオートインiI¥

4 ビジネスホテルモ徳

5 プラザ桐ilt
6 ヒ'ゾネス旅館近畿，jl二

7 ホテルサンルートrlt
8 フェニックスホテノレ

9 il!ターミナノレホテル

10 ホテル/レー トイン作

11 f!11'{.ホテノレ
12 丸:ホテJレrlt



(3)伊勢自動車道芸濃ICから車で約20分。平日 (27，28日)

は正門の警備員室で必要事項を記入の上，臨時駐車証を受

け取ってください。

11.宿泊案内

会場となる三重大学生物資源学部は津市の中心部より やや

北部にあり，近辺にはあまり宿泊施設がありません。津市内

の主な宿泊施設を下記に挙げましたが，いずれも会場より

1.5Km以上離れていますので，ご来場にはパス，タクシーも

しくは近鉄線のご利用をおすすめします。

各ホテルへの予約は参加者各位で直接行ってください。な

お，以下の料金は変動する可能性がありますので必ず各宿泊

施設にご確認下さい。

また，下記のホームページでも津市内の宿泊施設が掲載さ

れていますので，ご参考下さい。

津の味 .i事の宿 http://fox.zero.ad.jp/%7Ezam 15216/ 

旅の窓口 http://www.mytrip.net/group/tiku/03japanrnietsu.htrnl

12.発表要旨原稿の作成要領(図3)

・原稿はワープロを使用し，黒字で明瞭に印刷してください。

本文のフォントは明朝体にしてください。

・原稿はB5用紙を用い，9ポイント程度の文字サイズで，縦

11.5cm，横8.5cmの範囲内に収まるように作成してくださ

い。外枠は要りません0

・演者名，演題は左から Icm以上空けて書いて下さい(この

空白部分に発表番号が入ります)。

.演者名， i寅題，本文，所属の}I慎に書いて下さい。

.共著の場合は演者の前にOをつけて下さい。また，所属が

異なるときは各著者名の後に*印を付し，所属の項目でそ

れらを区別して下さい。

・和文原稿の;場合， r， J (コンマ)とroJを使用して下さい0
・学名はイタリックで表示するか下線を付して下さい。

名称 シングル

津グリーンホテル 5000-

2 ホテノレグリ ーンパーク津 7260-φコンブオ-}-"1'ン津 5800-

ビジネスホテノレ三徳 5000-

5 プラザ洞津 6000-

6 ビジネス旅館近畿正t 4000-

7 ホテルサンノレート津 6400-

8 フェニックスホテル 5200-

9 津ターミナノレホテル 6000-

10ホテルルートイ ン津 6200一

11角喜ホテノレ 6500一

12丸二ホテル津 7000-
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.所属は ( )でくくり，最下段に位置するように書いて下

さい0

.原稿は，ほぼそのままの大きさでオフセット印刷されます。

文字や図表の大きさが十分に判読できるように配慮して下

さい。

.原稿は折り曲げずに台紙を入れて郵送して下さい。なお，

著者校正はありません。

13.発表形式

(1)口頭発表

.一つの発表につき発表12分，質疑応答3分です(1鈴10

分， 2鈴 [2分， 3鈴 15分)。

・発表は原則としてOHPまたはデジタルプロジェクターと

します。デジタルプロジェクタ一利用の際のソフトウェ

アはMicrosoftPowerPointをご使用下さい。メディアは

MO (640MB， 230MB)， ZIP (100MB)， Floppy Disk， 

Compact Flash MemoryまたはCDが使用可能で，OSは

WindowsとMacintoshに対応します。参加申込票に使用

メディアと OSを記入して下さい。また，スライドや他

のソフ トウェア，メディアのご利用を希望の方は準備委

員会までご相談下さい。

(2)展示発表(図4)

・展示パネルの大きさは，基本的に縦 180cm，横90cmを原

則とします0

・展示パネルの上部には図2のように発表番号，表題，氏

名 (所属)を明記してください。

・研究目的，笑験結果，結論などについてそれぞれ簡潔

にまとめた文章をつけて下さい。また，写真や図表には

簡単な説明文を添付して下さい。

・文字や図表の大きさは，少し離れた場所からでも判読

できるように調整して下さい。

.3月28日12時頃までに所定の場所に掲示して下さい。

また， 3月29日12時ー17時の間に撤収して下さい。

ツイン 電話 FAX 

(一人分)

11000- 059-225-7601 059-227-6738 

14300- 059-213-2111 059-213-2112 

11000- 059-226-4141 059-225-0685 

11000- 059-223-3109 059-223-3108 

10000- 059-227-3291 059-226-3185 

059-228-4212 059-228-4213 

11880一 059-224-1311 059-225-8640 

059-224-8100 059-224-1108 

11500- 059-225-6100 059-226-8209 

12000- 059-246-7777 059-246-7778 

059-225-5151 059-225-5150 

059-227-8333 059-227-8237 
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日本藻類学会第27回大会関連の情報は，随時，三重大学生

物資源学部藻類学研究室のホームページ (http://

soruipc2.bio.mie-u.ac.jp/sourui.html)に掲載する予定ですので，

そちらもご参考下さい。

発表番号が入ります。
空白にしてください(約JOmm)。
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図3 要旨原稿の見本
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図4 展示パネル説明図




